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過
疎
過
密
に
か
か
わ
る
寺
院
の
適
正
配
置
を
考
え
る

（
日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
顧
問
）

新

間

智

照

は
じ
め
に

過
疎
・
過
密
の
言
葉
の
使
用
に
混
乱
の
な
い
よ
う
に
。

人
口
過
疎
地
の
寺
院

人
口
に
対
し
寺
院
過
密
と
な
る

人
口
過
密
地
の
寺
院

人
口
に
対
し
寺
院
過
疎
と
な
る

こ
の
問
題
の
対
応
に
、
四
方
向
か
ら
相
補
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

．
宗
門
全
体
の
寺
院
配
置
・
現
勢
を
把
握
す
る
。

．
過
疎
地
等
、
急
を
要
す
る
寺
院
か
ら
順
に
、
合
寺
・
移
転
等
を
進
め
る
。

．
法
器
育
成
の
中
で
、
時
代
適
応
・
国
内
開
教
の
観
点
を
重
視
す
る
。

．
上
記
項
目
に
応
ず
る
予
算
措
置
を
す
る
。

．
宗
門
全
体
の
現
勢
配
置
の
把
握

全
国
都
道
府
県
市
町
村
の
人
口
分
布
と
そ
の
増
減
の
傾
向
を
調
査
。

各
都
道
府
県
市
町
村
の
本
宗
寺
院
の
現
状
（
位
置
、
等
級
、
信
徒
教
、
住
職
・
担
任
・
教
導
の
在
不
在
等
）
の
一
覧
表
示
。
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と

を
組
み
合
わ
せ
た
全
国
地
図
（
距
離
比
例
地
図
と
人
口
比
例
地
図
と
）
を
作
る
。
各
寺
を
そ
の
地
理
上
の
位
置
に
丸
い
点

で
表
示
し
、
等
級
・
信
徒
数
に
応
じ
て
点
の
大
き
さ
（
面
積
）
を
比
例
さ
せ
る
（
信
徒
五
百
名
の
寺
は
、
百
名
の
寺
五
ヵ
寺
に
相
応

す
る
と
、
単
純
に
表
す
）。

こ
の
地
図
か
ら
、
ど
の
地
域
に
教
線
拡
張
の
可
能
性
が
あ
る
か
、
合
寺
の
必
要
が
あ
る
か
等
の
判
断
が
し
や
す
い
。
あ
く
ま
で
各

寺
・
各
教
師
の
自
主
性
に
よ
る
が
、
宗
門
全
体
と
し
て
の
総
合
的
な
方
策
を
立
て
る
。

こ
の
資
料
地
図
は
当
然
三

五
年
ご
と
に
修
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
料
作
成
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
に
よ

り
、
さ
ほ
ど
難
儀
で
は
な
い
と
考
え
る
。
当
然
、
若
干
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
必
要
で
あ
る
。

．
合
寺
・
移
転
等
を
進
め
る

小
寺
師
の
レ
ポ
ー
ト
に
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
、
平
成
元
年
現
宗
研
に
よ
る
『
過
疎
地
寺
院
調
査
報
告
』
が
出
て
お
り
、
平
成
八

年
過
疎
地
寺
院
対
策
懇
談
会
に
よ
る
提
言
が
あ
り
、
平
成
六
年
以
降
合
寺
の
事
例
が
十
七
件
あ
り
、
そ
の
十
七
件
寺
院
へ
現
宗
研
が

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。

す
で
に
進
み
出
し
て
い
る
の
で
、
担
当
部
署
を
定
め
、
該
当
管
区
と
緊
密
に
協
議
し
、
宗
門
行
政
機
構
の
中
で
実
際
の
対
応
を
進

め
る
。

（
イ
）
信
徒
を
含
め
関
係
者
の
合
意
に
よ
る
二
ヶ
寺
以
上
の
合
寺
。

（
ロ
）
過
疎
地
か
ら
有
望
地
へ
の
移
転
。

（
ハ
）
長
年
に
わ
た
り
住
職
不
在
（
代
務
住
職
）
の
寺
に
宗
門
よ
り
意
欲
の
あ
る
教
師
を
派
遣
す
る
。

ど
の
場
合
も
、
事
後
数
年
の
チ
ェ
ッ
ク
と
資
金
補
助
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
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「
過
疎
地
寺
院
の
活
性
化
」
に
つ
い
て
小
寺
師
が
具
体
例
を
三
例
あ
げ
て
い
る
が
、
寺
院
の
活
性
化
は
宗
門
全
寺
院
に
と
っ
て
も

必
要
で
あ
る
。

．
教
師
教
育
と
教
化
研
究
交
流
の
充
実

寺
籍
を
新
し
い
地
に
移
転
し
た
場
合
は
、
実
質
的
に
は
国
内
開
教
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
特
殊
例
だ
け
で
な
く
、
既
存
の
全
寺
院
に

と
っ
て
も
、
時
代
は
少
子
高
齢
社
会
に
向
っ
て
い
る
の
で
、
寺
の
経
営
は
き
び
し
い
時
代
を
迎
え
る
。
仏
教
各
宗
各
寺
院
が
時
代
の

変
化
に
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
、
世
評
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
法
器
育
成
の
み
な
ら
ず
、
教
師
再
教
育
、
布
教
伝
道
の
み
な
ら
ず
、
寺
門
経
営
等
に
つ
い
て
も
、
互
い
に
研
究
交

流
す
る
努
力
工
夫
が
一
段
と
必
要
で
あ
る
。
宗
門
の
教
育
制
度
、
教
育
内
容
（
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
）
の
再
検
討
、
充
実
な
く
し
て

は
、
寺
院
の
適
正
配
置
は
「
魂
入
れ
ず
」
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

．
予
算
の
裏
づ
け

、

、

項
の
実
施
に
は
ス
タ
ッ
フ
選
定
と
共
に
、
予
算
の
裏
づ
け
が
な
く
て
は
で
き
な
い
。
宗
門
予
算
全
体
の
見
直
し
も
、

た
え
ず
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に
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以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
は
、
す
で
に
永
年
に
わ
た
り
、
私
を
含
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
方
よ
り
提
唱
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
実
行
力

が
不
足
し
て
い
る
だ
け
と
も
い
え
る
。
今
回
現
宗
研
か
ら
の
提
言
が
「
聞
き
お
く
」
だ
け
に
な
ら
な
い
よ
う
、
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。


